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Abstract
　　This study aims to provide a Chinese-Japanese bilingual model by 
investigating a Chinese-Japanese bilingual child’s vocabulary develop-
ment in early language learning. This study focuses on three different 
vocabulary items: （a） word classes, （b） pronunciation, and （c） seman-
tics, based on utterances the child made when up to 25 months old. First, 
this study describes Chinese vocabulary development in four different 
stages and gives an overview of Japanese vocabulary development. Then, 
this study determines the features of vocabulary development by analyz-
















































































































































































































　L 児が 1 才 7 ヵ月のときに、再び筆者と一緒に生活し、L 児の言語発達

















1 才 1 ヵ月～







1 才 8 ヵ月～
2 才 1 ヵ月
L 児は日本に戻り、再び父母と一緒に生活した。

























　第 1 期：1：07：20～1：09：07　　2017. 05. 06～2017. 06. 23（49 日間）
　第 2 期：1：09：08～1：10：26　　2017. 06. 24～2017. 08. 11（49 日間）
　第 3 期：1：10：27～2：00：12　　2017. 08. 12～2017. 09. 28（48 日間）























の最初期の第 1 期と第 2 期では、L 児はほぼ同じペースで、それぞれ 22
個と 24 個の語彙を新しく習得した。第 2 期、つまり 1 才 10 ヵ月までに習
得した語彙数は 50 個に近い。1 才 11 ヵ月後の第 3 期に入ると、語彙数は
急激な増加を示した。第 3 期において、L 児が習得した語彙数は 88 個で
144
あり、第 1 期の 4 倍に相当し、第 2 期までの語彙総数の 2 倍に近い。発達
心理学では幼児が急に新しい語彙を多くいえるようになる時期を「言語爆






し始める第 4 期では語彙増加は第 3 期より少し減り、52 個であるが、第 1





　（2）研究対象期間において L 児の語彙に 7 つの品詞種類が現れ、その
中に名詞優位が見られる。2 才 1 ヵ月までに L 児が習得した 186 個の語彙
の中に、名詞は 112 個であり、全体の 60％ に達する。そして各時期にお
いても名詞の増加が最も多い。名詞の次に、2 才 1 ヵ月までに動詞を 50
表 2　2 才 1 ヵ月までに品詞の発達
時期 名詞 動詞 形容詞 擬音詞 間投詞 代詞 数量詞 合計
第 1 期 11 3 2 3 2 1 22
第 2 期 15 4 1 2 2 1 24
第 3 期 58 23 4 1 2 88





















したが、第 1 期と第 2 期がそれぞれ 3 個、4 個の少ない数である。第 3 期





















　2 才 1 ヵ月までに L 児が習得した名詞を食べ物、動物、人間関係、身体
146













gaga 酒 包包 卜卜 饭 果 蕉蕉 汤 牛奶 饼 米 冰冰 
蛋 面 甜甜圈 糖 薯 豆腐 菜 菇 莓 栗 甜甜 茄 汁 
柿 鸡蛋 豌豆 苹果 香蕉 肉 桔子
32 28.6
動物
鸟 猪 马 虫 狗狗 羊 老虎 猩猩 龙 八哥 鸡 狮狮 
骆驼 象 鼠 鱼 雀 兔
18 16.1
戸外の物 草 树 星星 水水 地 花 水 天 阳 云 沙子 11 9.8
人間関係 妈妈 爸爸 奶奶 中中 爷爷 姐姐 哥哥 伯伯 阿姨 9 8.0
家庭用品 泡泡　杯 被 纸 伞 盆　勺　枕头 钱 9 8.0
身体関係 尿 脚 涕 头 耳朵 鼻孔 下巴 7 6.3
乗り物 车车　轿车 卡车 机 车 摩托车 警车 7 6.3
服飾 袜袜　鞋　裙　裤 镜 围兜 帽 7 6.3
家具と部屋 门　灯 冰箱 窗 房 5 4.5
遊び道具 球 hua da da da da ti 2 1.8
文具 书 笔笔 包 3 2.7
ゴミ 垃圾 1 0.9



















































表 5、表 6、表 7 に示しながら、カテゴリ及びカテゴリ構成員の発達過程
を辿っていく。




現が 1 才 7 ヵ月で、「爸爸」が 1 才 9 ヵ月であった。呼称名詞の中に両親
を指す家族呼称が先に習得されることは、L 児は生まれてから両親と長い
期間一緒に生活し、両親との接触は最も頻繁であったためと考えられる。











表 4　第 1 期（1：07：20～1：09：07）名詞の習得
カテゴリ 語彙 個数 合計





































場合もある。L 児を熟知する家族や親族だけはある程度 L 児の意味を理
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解することができる。
　表 5 が示すように、第 2 期では名詞の習得数が 15 個であり、数量的に













　第 3 期において、名詞に量の急増やカテゴリの豊かさが見られ、11 カ
テゴリの合計 58 個の新名詞が習得された。食べ物、動物、人間関係など
表 5　第 2 期（1：09：08～1：10：26）名詞の習得
カテゴリ 語彙 個数 合計
食物 卜卜（萝卜） 1
15




文具 书 笔笔（笔） 2
自然 星星 1
152





表 6 第 3 期（1：10：27～2：00：12）名詞の習得
カテゴリ 語彙 個数 合計
食物




穀物 饭 米（玉米）面 薯（红薯）豆腐 
肉卵 蛋（鸡蛋）
菓子 饼（饼干）冰冰（冰激凌）甜甜圈 糖 










乗り物 轿车 卡车 机（飞机）　车 4
家庭用品 杯（杯子）纸 伞 盆 4
家具と部屋 门 灯 冰箱 3
衣類 裙（裙子）被（被子）　裤（裤子） 3
文具 包（书包）镜（眼镜） 2






































識が深まるとともに、戸外の道具「hua da da da da ti」（滑り台）を習得
表 7　第 4 期（2 : 00 : 13～2 : 01 : 29）名詞の習得





果物 苹果 香蕉 桔子 















乗り物 摩托车 警车 2














































単音節は習得度が一番高く、64 個あり、全体の 112 個の半分以上を占め
る。重複音と二音節とも多数習得され、それぞれ 23 個と 22 個であり、2
割近くを占める。二音節以上の発音の習得度は最も低く、3 個しかない。
発音の習得順番から見れば、最初は単音節と重複音節、次に二音節、そし











単音節 　6/54.5 　7/46.7 37/63.8 14/50.0 64/57.1
重複音節 　5/45.5 　7/46.7 11/19.0 23/20.5
二音節 　1/ 6.6 　8/13.8 13/46.6 22/19.6
二音節以上 　2/ 3.4 　1/ 3.6 　3/ 2.7
合計（1） 11/100 　15/100 58/100 28/100 112/100
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て二音節以上の順番で発達していく。第 1,2 期において習得した名詞はそ




一番多い発音パターンである。二音節は第 2 期において 1 個が現れ、第 3
期ではさらに 8 個が習得され、二音節以上の多音節も現れ始めた。第 4 期
に入ると、2 音節が大量に出現し、L 児の発音能力が一段階向上した。名
詞の個数は前の第 3 期の半分にも及ばないが、2 音節が 13 個あり、第 4
期の発音の 50％ を占め、対象期間内における 2 音節の半分以上を超える。
これまで二音節に対して音節変化を行った（後述の各自時期における発音


































表 9　第 1 期（1：07：20～1：09：07）の発音習得
音節 語彙 個数 合計
























　（1）L 児が習得した 58 個名詞の発音に単音節は一番多く、37 個あり、
半分以上を占める。その中に、「花」「饭」「水」など発音がもともと単音
表 10　第 2 期（1：09：08～1：10：26）の発音習得
発音 発音変化 語彙 個数 合計








2 音節 無変化 老虎 1
160










表 11　第 3 期（1：10：27～2：00：12）の発音習得
発音 発音変化 語彙 個数 合計
単音節
無変化




























ぶことで L 児に薬のシーロプが甘くて美味しいことを強調した。L 児が
父親のことばを真似し、その後ずっと「甜甜」で薬のシーロプを指した。












表 12　第 4 期（2：00：13～2：01：29）の発音習得
発音 発音変化 語彙 個数 合計
単音節








围兜 鸡蛋 豌豆 阿姨 耳朵 苹果 香蕉 鼻孔 
下巴　沙子 枕头 桔子 警车
13








































児の動詞の習得過程から窺えることができる。2 才 1 ヵ月までに L 児が習
得した動詞をカテゴリによって整理すると、表 3 のようになる。






















　 生活活動のカテゴリに属する動詞は 19 個あり、具体的な体の動きより
表 13　2 才 1 ヵ月までに動詞の発達
カテゴリ 語彙 個数 合計
身体動作
人体動作
爬 /走 跑 追 /咬 喝 吃 /打 抠 剝 开 1






日常活動 玩 /洗澡 撒 /穿 换 /煮
交際活動 等
移動活動 停 1 / 到 来 /下去
使用活動 开 2 停 2 彎（转彎）
変化







生理現象 生理 （撒）/破 晒 2

































































才 1 ヵ月まで名詞と動詞を除く形容詞、擬音詞など 5 つの品詞は表 14 の
通りである。次では、各品詞の具体的単語を提示しながら、単語の意味特
概念や習得状況を説明したい。
　表 14 が示すように、L 児は 5 つの品詞についての語彙を合計 25 個習得
した。その中、形容詞は比較的に多く、9 個である。そして、間投詞を 7
個、擬音詞を 6 個習得した。代詞と数量詞は少なく、それぞれ 2 個と 1 個
である。
　（1）L 児が習得した形容詞は人の感覚を表す感覚形容詞と事物の性質や
表 14　2 才 1 ヵ月まで他の品詞の発達
品詞 語彙 個数 合計
形容詞 烫 臭 苦 冷 大 小 湿 饱 一样 9
25
擬音詞 汪汪 嘎嘎 呜呜 咚 轰轰 啪 6
間投詞
咦 嗯 喂 哇 噓 5
再见 谢谢 2










ヵ月に L 児は「苦」を習得した。L 児はコーヒーを味見した経験があり、
その際に大人に苦い味を「苦」と教われた。その後、大人がコーヒーを飲
むのを見ると、L 児はコーヒーガップを指しながら「苦」を言い、コーヒ





れて、2 才 0 ヵ月に物の体積を表す「大」（大きい）「小」（小さい）、湿度
を表す「湿」（濡れている）、そして事物間の類似性を表す「一样」（同じ）












「汪汪」で指したこともよくある。1 才 8 ヵ月で機械の響きを表す「呜呜」
を習得した。車を動作するときに、L 児はエンジンをかけるときの音を模



















とはできる。1 才 7 ヵ月で何かに対して不満を表すときに、「咦」の尖っ
た声を発した。また、食べ物の提供の可否について意見を尋ねる際に、





を言った。それから、2 才 0 ヵ月で L 児は指を口に当てって、「噓」（シ
ー）の声を発しながら、静かにすることを命令した。1 才 11 か月で祖母
とビデオ通信が終了する際に挨拶語の「再见」（さようなら）を初めて用









指示代詞を通して意味伝達を容易にした。1 才 7 ヵ月で L 児は食べ物やお
もちゃを求めるが、それらの名前が知らない。この場合、L 児は指で物を
差しながら「这个」で大人に要求を伝える。動作の過程や物事のやり方を


















の程度発達しているかが大変興味深い。1 才 7 ヵ月から 2 才 1 ヵ月の日本
語の語彙データを表 15、16 のように示すことができる。 






表 15 　2 才 1 ヵ月までに日本語の語彙の発達（年齢別）





















で同意を表す。1 才 10 ヵ月 6 日に降園のときに保育士と友たちに「バイ
バイ」で別れの挨拶をした。それに対して中国語の「再见」の出現は遅れ






表 16　2 才 1 ヵ月までに日本語の語彙の発達（品詞別）







形容詞 痛い　ない 2/ 9.5
動詞 あった　　 1/ 4.8
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以外の人と接触が少ないため、「到」「请」の習得は当然遅いだろう。一方、












語彙を習得した。動物の鳴き声を表す擬音語では、1 才 10 ヵ月で猫を
「ニャンニャン」、2 才 0 ヵ月で犬を「ワンワン」で指した。「ワンワン」
を発する際に、中国語の「汪汪」と異なり音素間のポーズがない。機械の






















































































　以上のように、本研究は日中バイリンガル幼児を対象とし、1 才 7 ヵ月
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